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宇津

京都

京北、宇津。

京都の中心部から北に車で一時間、豊かな自然を残す京北は、近年、新しい

ライフスタイルの場として注目が集まっています。

京北の西に位置する宇津は山と川に囲まれた小

さな集落です。

北山杉の林業や鮎漁といった産業とともに栄

え、その中心地はかつて「宇津銀座」ともよば

れていました。

しかし今では商店も少なく、月に２回ほど朝市

が開かれているくらいです。
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倉庫内観旧農協の建物内観

元農協の建物と蔵

宇津銀座プロジェクトは、この宇津の中心地にある空家となっていた
旧農協の建物と倉庫をカフェ・コミュニティスペースとして改修。
京北から新しいライフスタイルを発信していきます。

建物現況

←亀岡へ　　国道 477号線　　京都へ→

農協 蔵中庭
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宇津銀座プロジェクトの目指すもの

「う」みだす　　地域のコミュニティスペースを生み出す
　　　　　　　　　　　地域から新しい文化と経済を生み出す
　　
「つ」なぐ　　　都市と地域をつなぐ
　　　　　　  　　　　地域の文化を後世につなぐ

「うつ」りすむ　移住した人を支援する
　　　　　　  　　　　移住する人を支援する　
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旧農協の建物はイベントやマルシェができるコミュニ
ティスペースとして、倉庫は音楽ライブなどもできる
ステージのあるカフェとしてリノベーションします。

←亀岡へ　　国道 477号線　　京都へ→

コミュニティ
スペース

カフェ中庭
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コミュニティスペース

・気軽にたちよれるコミュニティスペース：交流の場所として、都市生活者と地域、移住者と地域を結ぶ。移住者

の管理によって一部は年中解放する。旅行者やサイクリストなどの休憩所にもなる。

・マルシェ：地域の農産物、クラフトなどを出品。すでにある宇津の朝市と連携。出店者を公募。地域から新しく

産業と文化を生み出していく。当初は月一回の開催から、徐々に回数を増やし、毎週末開催とする予定。

・イベント：農業、狩猟、クラフトなどのワークショップなどを通じて都市住民を地域につなぐ。料理ワークショッ

プによって「鮎飯」などの地域の食を発信。精華大学と連携した学生イベントを通じて学びの場を提供。他に、移

住者が主催する「自給」ワークショップ、都市部の協力機関（四条大宮商店街、本町エスコーラなど）との連携プ

ログラムを展開。

・キッチン：地域の食を発信するワークショップなどで利用するほか、地元の食材をつかった６次産業化の場として。

　　

カフェ
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・地域の伝統食材やジビエをつかったメ
ニューの飲食施設。当初は月一回の開催か
ら、徐々に回数を増やし毎週末開催とする
予定。　　　
・ステージを使った音楽ライブなどを企画。
・アーティストを招いてギャラリーとして
利用。
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桂川

京都へ

亀岡へ

ふれあい会館

小学校（廃校）

観音寺

郵便局

公民館

周辺環境について

宇津にはたくさんの寺社があります。

宇津銀座は、宇津の中心部にあり、近くには「宇津ふれあい会館（集会場・会館）」、公民館、
小学校（廃校）、保育園（廃園）などがあります。
これらの施設はイベント等での利用できるものの事前の申し込みが必要です。
宇津銀座は、日常的に気軽にたちよれるコミュニティスペースとするとともに、
こうした周囲の施設と連携して一体的に利用できると考えます。
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活用スケジュール

2015年度：不要になる部分の解体
2016年度：４月工事開始、秋をめどに完成
　　　　　工期中は学生など都市住民と地域住民を巻き込んだ DIYワークショップも開催

・完成後は月一回（将来的には毎週末にマルシェとカフェを開催
・コミュニティスペースの一部は常時オープン
・不定期でイベントやワークショップを開催
・地域の季節行事への参加

宇津の地域行事カレンダー
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運営組織について

宇津銀座プロジェクトは代表の石

井、地域住民、専門家、建築設計者

からなる実行委員会を設立して運営

します。実行委員会は宇津銀座プロ

ジェクトの運営、施設の管理に責任

を持ちます。

委員長　石井

地域住民

自治会メンバー、朝市メンバー

宇津自治会地域の移住者 外部協力団体

精華大学

本町エスコーラ

itonowa

協力・提携

建築設計

VOID ARCHITECTS

専門家

田村　京都精華大学准教授

山口　立命館大学専門研究員

宇
津
銀
座
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
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宇津銀座プロジェクト代表石井
四条大宮商店街で働く傍ら、地ビール祭り
や音楽ライブの企画運営などの活動を行っ
てきました。一年前から京北で畑をしてき
ました。

地域住民のかたがた
プロジェクトは地域住民の多きな協力を得
ています。実行委員会は自治会・朝市メン
バーなど地域住民も参加します。

宇津銀座のひとたち
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京都精華大学准教授田村
これまでも宇津におけるまちづくりの活動をおこ
なってきた精華大学田村研究室と連携します。

VOID Architects
京都で不動産・建築・まちづくり
などを行っている Void Architects
が建築設計を担当します。
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京北の移住者たち
新しいライフスタイルを探究する
地域の移住者たちと連携します。

その他、京北や都市部のいろいろ

なひとたちと連携予定です。

立命館大学専門研究員山口

山口がディレクターをつとめ東山区で場

所づくりの実践と研究を行っている本町

エスコーラと連携します。
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運営組織について

宇津銀座プロジェクトは代表の石

井、地域住民、専門家、建築設計者

からなる実行委員会を設立して運営

します。実行委員会は宇津銀座プロ

ジェクトの運営、施設の管理に責任

を持ちます。

改修内容

旧農協の建物はコミュニティスペースとして改修。
トイレ、ワークショップ等でも使えるキッチンを設置します。

倉庫はカフェとして改修。キッチンの他、音楽ライブ等でも使える
簡易なステージを設置。中庭への開口を追加しコミュニティスペー
スと一体的な利用ができるようにします。
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